
118 119

最先端のハード技術 

・ 3次元レーダー 
・ ﾏﾙﾁｽｹｰﾙ統合解析 
・ データ同化 
・ 生存時間解析 
・ 高耐久床版 

・ ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ 
・ 浸透型防水材 
・ 仕上げ機械 
・ 表層品質評価試験機 
・ 品質確保システム 

・ 現場で試行 
・ 実績の積み上げ 
  （首都高、NEXCO、直轄国道） 

標準化 
指針、手引き類

の作成 

道路構造物の維持管理に役立つ 

技術の
普及 

道路構造物群の維持管理システム 

・ アセットマネジメント 
・ 入札・契約システム 
・ 改善サイクル 

・ 人材教育 
・ 分析技術 
・ データベース 

・ 試験運用 
・ 実績の積み上げ 
  （阪高、都道府県、市町村） 

全国へ水平展開 

開発技術の国内への実装 

海外展開 （北大、東大） 

①国際ネットワークの形成 ②ｱｼﾞｱ版ｲﾝﾌﾗﾚﾎﾟｰﾄの作成

③技術者育成プログラムの始動 ④AM国際標準の確立と実証

セミナー等拠点の構築 情報窓口 ｲﾝﾌﾗﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの現状調査(各国)

点検等ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ施設の創設支援(ﾍﾞﾄﾅﾑ) ISOの提案 ｹｰｽｽﾀﾃﾞｨで実証(ﾀｲ)

Transfer and 
reconstruction of 
damaged bridge 

members

*In case of Hanoi for training center

事例集

配信

として
付録化

SIP開発技術の国際展開、国際標準化（ISO） 
～平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 最終目標

タイ
アセットマネ
ジメントの
適用

ベトナム

ｲﾝﾌﾗﾏﾈｼﾞ
ﾒﾝﾄ技術者
育成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
の始動

ミャン
マー

維持管理
サイクルの
適用

他

インフラア
セットマネジ
メント展開
拠点の構築

ISO規格
• JCIで内容を議論
•TC71会合で作成を宣言

AMのISO
規格化

ｾﾐﾅｰを開催

•SIPオフィス
分室を設置

•現状調査ｱﾝ
ｹｰﾄを実施

ｾﾐﾅｰを開催 育成拠点ﾂｱｰ

劣化調査・分析 ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞを実施

ｾﾐﾅｰ・点検ﾃﾞﾓを実施(ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ)

ﾍﾞﾄﾅﾑの大学で
ｲﾝﾌﾗ維持管理
に関する講義を

開始

ISO規格案
の提案

国内マニュアル
類の英訳と
配信

品質実態調査

橋梁ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ作成
③ 技術者育成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの始動 ④ ＡＭ国際標準の確率と実証 

① 国際ネットワークの形成 ② ｱｼﾞｱ版ｲﾝﾌﾗﾚﾎﾟｰﾄの作成 

道路管理者、地方自治体向けの維持管理システムを開発、試験運用 

・ 京都モデル（舗装、橋梁）→京都府、ベトナムで実装 
・ 阪大モデル（橋梁）→阪高への適用 
・ 高知モデル（橋梁）→高知県で実装、インドネシアで実装 

アセットマネジメントシステム開発 

①自治体組織の自己診断

民間協力
モデルB地方自治体

民間協力
モデルA

民間協力
モデルC

②適切な民間協力モデルの選択

D

→自然環境、インフラの特質、組織体制の違いを把握 →複数のモデルから自治体組織に最適なモデルを選定

③アセットマネジメントに適した組織改編や柔軟な
入札契約システムによるインターフェースの調整

各種分析

資金の
マネジメント

人員のマネ
ジメント

④持続的なアセットマネジメント体制の構築 →効率的にアセットマネジメント体制へと移行
→実働するマネジメントサイクルを実現

データベース

入札契約システムの開発 

維持管理の改善サイクルの開発 

・ 高知県で実装。点検ミスを減らす教育と点検方法の改善 

ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの地方自治体への展開 

 

 ・劣化予測機能
・補修タイミング設定機能
・補修工法選定機能
・LCC算出機能
・予算平準化機能

PLAN(BMS)

output

最適管理基準設定

DO(MS)

点検

診断

措置

記録

・管理基準と診断結果の
ミスマッチ照査

・管理基準の妥当性照査
・点検技術、能力の照査
・基準類の妥当性照査

CHECK

・劣化予測の改善
・管理基準の改善
・点検技術・能力向上施策
・基準類改善
（点検頻度等）

ACTION

ミスマッチ等の原因分析

精度向上研究

点検技術研究

点検能力研究

ミスマッチ、不具合の
分析・改善研究

改善結果を
フィードバック

※BMS：ブリッジマネジメント
システム

※MS:メンテナンスサイクル

柏市（東大） 

大田市（東工大） 

土浦市、桜川市、 
神栖市（筑波大） 

上山市、仙台市 
名取市（東北大） 

京都府（京大） 

高知県（高知工科大） 

・ 地方自治体と大学との連携体制構築 
・ アセットマネジメントの水平展開を実施 

津別町（土木学会） 新潟市（土木学会） 

町田市（土木学会） 

富士市（土木学会） 
桑名市（土木学会） 

自治体Ａ
（公募で選定）

アセットマネジメントシステムモデル事業

事業実施

協定

支
援
・
評
価

ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ実装のための実践研究委員会

土木学会技術推進機構

事業支援者A
（コンサル）

委託契約

ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ

学会が地方自治体の
アセットマネジメント 
導入を支援 

新たなビジネスモデル
の社会実験 

道路床版の維持管理を合理化 
次世代の負担軽減 

新設・架替え床版の 
       高耐久化 

過酷環境で劣化した 
既設床版の 

余寿命予測 

過酷環境下における 

凍結防止剤 
散布環境 重交通荷重 

適切な維持管理 

優先度付け 

対策の選択 

現在 

限界値 

寿命 

時間 

構造性能 

目標１ 目標２ 

高耐久材料の開発 
 
 

耐久性設計・評価 
 

施工技術による高耐久化 
 

現場実装 
 

 
 

点検データの活用 
  

品質確認技術 
 

現場実装 
 
 
 

補修施工技術の開発 
 
 

補修・補強の設計・評価 
 

劣化検知技術の開発 
 

混和材の積極利用（東大、日大） 
（ﾌﾗｲｱｯｼｭ、高炉ｽﾗｸﾞ、膨張材） 

成果 
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信号処理技術により、床版内部の変状を 
高速80km/h走行で検知可能に 

手作業の約3倍の精度
の仕上げ機を開発、 
現場試行へ 

ﾏﾙﾁｽｹｰﾙ解析により、 
施工前に耐久性確認 
（復興道路） 

医療統計を橋梁点検データの分析に応用、 
リスク評価により優先度を提示 

橋梁名 建設年 橋梁所在地

1 NNK橋 2010 岩手県二戸市

2 SNI橋 2007 岩手県二戸市

3 TKN橋 1996 青森県青森市

4 MDI橋(下) 2007 福島県いわき市

全565橋中

フライアッシュに 
よる耐久性向上 
のための 
材料設計法を 
提案 

復興道路で 
ﾌﾗｲｱｯｼｭによる 
高耐久床版を 
試験実装 

生存時間解析（東大） 

3Dレーダー（DK試験、東大） 

ﾏﾙﾁｽｹｰﾙ解析（東大） 

小型ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ（NIPPO） 

浸透型防水材（首都高） 

凍結防止剤散布橋梁  
(NEXCO東、東北地整) 

疲労劣化橋梁(首都高) 

ﾏﾙﾁｽｹｰﾙ解析（東大） 

表面機械仕上げ（NIPPO） 

【更新】 プレキャストPC床版 

表面吸水試験機（横国） 

【新設】 復興道路橋梁(東北地整) 
     熊本復興（九大） 

➡復興道路へ 
      実装 

「RC床版の手引き」  
に反映 

デ
ー
タ
同
化 

損傷入力 目視調査 

解析 

損傷データから床版の余寿命を予測 

余寿命評価 

疲労・ASR・凍害・
塩害の 評価 

ＷＪノズル開発により 
高効率、低騒音化を実現 

95ｍｍ

115ｍｍ

防水材の浸透による、 
床版の延命効果を確認 

場所打ち部の 
高耐久化 

水結合対比の低減  ● 

フライアッシュの使用● 
＋長期封かん養生 

膨 張 材 の 使 用 ●  

（ひび割れ抑制） 

防 錆 鋼 材 の 使 用 ●  

十分なｴﾝﾄﾚｲﾝﾃﾞｵｴｱ  ● 

（空気量6%） 

塩分環境下での骨材の ● 
反応性確認 

対策 劣化 

● 凍 害 
 

 
 
● 塩 害 
 
 
● A S R 
 

 
 
● 疲 労 

総サンプル数：69716 
損傷サンプル数：6212 
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近年建設された橋梁の推定リスク上位 

全565橋中 

 

大目標：道路インフラ（特に橋梁）の劣化損傷を的確に検出し、適切な維持管理を行うことで、維持管理費を抑えつつ、 

  安心して暮らせる社会を実現する。そのために必要な以下の技術開発を行い、国内外で実装する。 

ハード技術の開発：道路構造物のライフサイクルコストの最小化を実現するために必要となる、評価・検査・補修・補強・ 

  更新技術を開発する。 

ソフト技術の開発：地方自治体等の道路事業・管理主体において、維持管理の合理化を実現するシステムを開発する。 

国内外での実装：開発した技術・システムを、国内外の道路インフラ、地方自治体に実装する。国際展開のスキームを 

  構築する。 

 

・ 道路構造物の維持管理合理化達成のための要素技術を開発する ： 3次元レーダー、マルチスケール統合解析、データ 

   同化、生存時間解析、新設・更新用高耐久床版、ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ、仕上げ機械、表層品質評価試験機、防水材 

・ 道路管理者向けの維持管理システムを開発する：アセットマネジメントシステム、管理データベース、人材教育システム、    

   維持管理のPDCAサイクル 

・ 維持管理の合理化とビジネス化の両立を達成する：地方自治体の維持管理向けの入札・契約モデル、ビジネスモデル、   

   自己点検・改善方法の提案 

・ 国際展開：コンクリート構造物の維持管理に関する国際標準ISOの作成、アジア諸国における国際展開拠点の形成、開 

   発技術の海外への情報発信 

研究開発の目的 

研究開発の内容 

 ■研究開発項目 ：アセットマネジメント技術の研究開発  
 ■研究開発テーマ ：道路インフラマネジメントサイクルの展開と国内外への実装を目指した統括的研究 
 ■研究責任者 ：東京大学大学院 工学系研究科 教授  前川宏一 
 ■共同研究グループ： 東京大学、 日本大学、 （株）土木管理総合試験所、 （株）NIPPO，東日本高速道路（株）、首都高速道路（株）、 

        横浜国立大学，東北大学、 京都大学、 大阪大学、 高知工科大学、 高知工業高等専門学校、 東京工業大学、筑波大学大学院、 
       土木学会技術推進機構、 北海道大学、 首都高技術（株）、（一財）首都高速道路技術センター、九州大学 
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（5）アセットマネジメント技術の研究開発

研究開発の目的・内容

現状の成果① 最終目標

現状の成果②道路インフラマネジメントサイクルの展開と
国内外への実装を目指した統括的研究57

研 究 責 任 者 東京大学大学院 工学系研究科 教授　前川宏一
共同研究グループ 東京大学、日本大学、（株）土木管理総合試験所、（株）NIPPO、東日本高速道路（株）、首都高速道路（株）、横浜国立大学、東北大学、京都大学、大阪大学、高知工科大学、

高知工業高等専門学校、東京工業大学、筑波大学大学院、土木学会技術推進機構、北海道大学、首都高技術（株）、（一財）首都高速道路技術センター、九州大学

SIP 開発技術を国内外へ実装します

最適な維持管理システムのカスタマイズ・展開を図ります

コストのかかる道路床版の維持管理を合理化します


